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しの

「つめたかったよ」
河原利奈（高梁小１年）

「うこっけいフワフワ」
高下美里（成羽小２年）

「楽器をえんそうする友達」
高下貴裕（成羽小３年）

「ししたちのにらみ合い」
平松和恵（成羽小４年）

「作文を書く友人」
山室千波（川上小５年）

「秋の総門橋」
佐藤友理（成羽小６年）、

「水のある公園」
横田裕里衣（高梁中１年）

「夏の思い出」
平松萌（高梁中２年）

「校舎」
川上真理子（成羽中３年）
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藤
井
皓
大
（
高
倉
小
�
年
）

野
田
神
奈
（
有
漢
東
小
�
年
）

坂
本
綾
花
（
有
漢
東
小
�
年
）

佐
藤
翔
太
（
落
合
小
�
年
）

石
川
泰
基
（
川
上
小
�
年
）

幸
坂
優
衣
（
高
梁
小
�
年
）

森
田　

俊
（
高
梁
中
�
年
）

三
村
梨
紗
（
高
梁
中
�
年
）

 

友
里
江
（
成
羽
中
�
年
）

�
�

〔
小
学
１
年
〕
佐
古
大
輝
（
湯
野
）、

高
下
美
咲
（
布
寄
）、
廣
金
沙
弥

夏
（
宇
治
）、
三
浦
瑠
璃
（
吹
屋
）

〔
小
学
２
年
〕
貝
原
大
貴
（
成
羽
）、

瀧
川
咲
良
（
成
羽
）、
廣
金
佑
太

（
宇
治
）、
山
室
美
紗
希
（
成
羽
）、

吉
岡
郁
海
（
成
羽
）〔
小
学
３
年
〕

川
上
莉
奈
（
成
羽
）、
才
田
瑞
穂

（
高
倉
）、
田
中
成
都
（
川
上
）、

谷
本
龍
介
（
成
羽
）、
渡
辺
結
衣

（
成
羽
）〔
小
学
４
年
〕
内
田
万
衣

子
（
高
梁
）、
甲
平
佳
奈
（
成
羽
）、

葉
廣
優
花
（
成
羽
）、
松
本
華
子

（
成
羽
）、
和
田
沙
由
理
（
有
漢
東
）

〔
小
学
５
年
〕
大
塚
菜
摘
（
川
上
）、

折
口
大
介
（
川
上
）、
妹
尾
祐
輝

（
成
羽
）、
山
本
恵
（
川
上
）、
渡

邉
和
輝
（
川
上
）〔
小
学
６
年
〕

内
田
彩
奈
（
吹
屋
）、
岡
�
之

（
川
上
）、
奥
え
り
か
（
高
梁
）、

河
内
志
織
（
成
羽
）、
山
田
咲
希

（
湯
野
）〔
中
学
１
年
〕
仲
田
奈
々

香
（
成
羽
）〔
中
学
２
年
〕
赤
木

由
樹
（
高
梁
）、
菊
楽
歩
美
（
高

梁
）、
瀧
江
麻
未
（
高
梁
）〔
中
学

３
年
〕
佐
藤
純
平
（
有
漢
）、
州

脇
由
美
佳
（
高
梁
東
）、
徳
森
萌

美
（
成
羽
）

���������������������������������������



���� 平成１8年（２００6）12月

　

「
中
野
」
に
は
島
木
川
の
支
流
の
滝
谷
川
沿
い
に
滝
谷
城
跡
（
標

高
四
八
〇
ｍ
）
が
あ
り
ま
す
。
吹
屋
往
来
を
守
る
滝
谷
城
は
、
要

衝
の
位
置
に
あ
り
、
東
西
に
長
い
楕
円
形
の
独
立
丘
の
頂
上
が
城

跡
で
、
南
側
は
絶
壁
と
な
っ
て
滝
谷
川
へ
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
城
を
築
い
た
の
は
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
の
乱
の
戦
功
で

信
州
よ
り
こ
の
地
の
穴
田
郷
の 
新  
補  
地  
頭 
と
し
て
や
っ
て
来
た
赤

し
ん 

ぽ 

じ 

と
う

木
太
郎
忠
長
が
築
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
本
郷
に
屋
敷
を
構
え
、

そ
の
後
子
孫
が
代
々
こ
の
地
に
居
住
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
で
も
赤
木
氏
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
中
世
の
五
輪
塔
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
庄
屋
だ
っ
た
広
兼
家
は
享
和
年
間
（
一
八
〇
一
〜
〇
四
）
頃

か
ら
弁
柄
庄
屋
と
し
て
弁
柄
の
製
造
所
を
野
呂
山
に
設
置
し
た
り

（「
備
中
吹
屋
町
並
調
査
報
告
書
」）、
小
泉
銅
山
経
営
に
も
当
た
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
城
郭
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
豪
壮
な
家
宅
や
庭
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

中
組
に
は
奈
良
時
代
に
勧
請
し
た
と
い
わ
れ
る 
清  
実 
八
幡
宮
が

き
よ 

ざ
ね

あ
っ
て
、
赤
木
氏
と
の
関
係
が
伝
え
ら
れ
て
、
古
い
歴
史
を
ほ
う

ふ
つ
さ
せ
る
地
域
な
の
で
す
。

　

「
中
野
」
と
い
う
地
名
は
、
至
る
と
こ
ろ
で
見
か
け
る
地
名
で
、
数

の
多
い
地
名
の
一
つ
で
す
。
例
え
ば
「
中
郷
」「
中
之
郷
」
と
か

「
中
庄
」「
中
野
庄
」
な
ど
も
同
じ
意
味
を
持
っ
た
位
置
を
表
す
地

名
な
の
で
す
。
こ
れ
は

「
中
心
の
集
落
」
と
か
「
中

心
と
な
る
荘
園
」
な
ど
の

意
味
を
示
す
地
名
で
す

が
「
中
野
」
も
同
じ
よ
う

に
位
置
を
示
す
分
か
り

や
す
い
地
名
の
一
つ
な

の
で
す
。

　

「
中

野
」と

は「
中
」の

「
野
」の
意
で
付
け
ら
れ

た
地
名
で「
真
ん
中
に
あ

る
村
」と
か「
中
央
部
の

野
」と
か「
山
間
の
野
」と

い
う
意
味
を
表
す
地
名

な
の
で
す
。

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

二
十
六　
　

中　

野

　

「
中
野
」は
、
現
在
成
羽
町
に
あ
る
行
政
区
の
地
名
（
旧
大
字
名
）で

あ
り
ま
す
。中
世
は
穴
田
郷
に
属
し
、
江
戸
時
代
に
は
川
上
郡
中
野

村
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
か
ら
中
野
村
本
郷
は
宇
治
村
本
郷

と
な
り
、中
野
村 
長  
田 
・
田
原
は
吹
屋
村
中
野
と
な
り
ま
し
た
。吹
屋

な
が 

た

村
は
明
治
三
四
年（
一
九
〇
一
）か
ら
吹
屋
町
、そ
し
て
昭
和
三
〇
年

（
一
九
五
五
）か
ら
合
併
し
て
、成
羽
町
の
大
字
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

「
中
野
」
は
吉
備
高
原
上
に
あ
る
地
域
で
、
標
高
六
六
三
ｍ
の
三

角
点
を
持
つ
「 
矢  
広  
大  
山 
」
の
す
そ
野
一
帯
で
、
高
原
上
の
山
々

や 

び
ろ 

だ
い 

せ
ん

や
小
さ
な
谷
沿
い
に
凹
地
が
見
ら
れ
、
な
だ
ら
か
な
起
伏
が
続
い

て
い
ま
す
。
東
に
は
宇
治
町
宇
治
、
西
に
は
成
羽
川
の
支
流
で
坂

本
断
層
谷
と
い
わ
れ
る
坂
本
川
が
流
れ
、
そ
の
川
を
隔
て
て
備
中

町
東
油
野
、
西
油
野
が
、
北
に
は
成
羽
町
吹
屋
が
、
南
に
は
宇
治

町
穴
田
が
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

近
世
に
は
毛
利
氏
の
支
配
か
ら
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
か
ら

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
ま
で
天
領
（
幕
府
領
）
で
し
た
。
寛
永

（
一
六
四
一
〜
一
六
四
三
）
の
頃
に
は
、「
石
高
六
三
七
石
余
り
領

主
米
倉
平
太
夫
・
枝
村
に
穴
田
市
村
、
長
田
村
、
松
木
村
、
屋
広

（ 
矢  
広 
）
村
」（「
備
中
集
成
志
」）
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

や 

び
ろ

後
、
松
山
へ
池
田
氏
が
入
封
し
て
、
以
後
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

か
ら
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
ま
で
と
、
水
谷
氏
が
藩
主
と
な

っ
た
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
か
ら
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）

ま
で
が
、
松
山
藩
領
の
時
代
で
し
た
。
こ
の
頃
の
「
元
禄
検
地
」

に
は
中
野
村
本
郷
、
中
野
村 
大  
野  
路 
、
中
野
村 
小  
野  
路 
と
分
け
ら

お
お 

の 

ろ 

こ 

の 

ろ

れ
て
地
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（「
備
中
村
鑑
」）。
こ
の
松
山
藩

領
の
時
代
は
合
計
七
五
年
間
で
、
そ
れ
以
後
は
元
禄
六
年
か
ら
慶

応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
倉
敷
県
と
な
る
ま
で
、
一
七
年
間
再
び

天
領
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
の
で
す
。「
成
羽
町
史
」
に
「
江
戸
時

代
の
約
三
分
の
二
は
天
領
の
時
代
」
で
「
準
天
領
グ
ル
ー
プ
の

村
々
」
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
幕
末
の
頃
の
「
天

保
郷
帳
」（
天
保
五
年
＝
一
八
三
四
）
で
は
、「
川
上
郡
中
野
村
、

高
八
五
八
石
余
り
」
と
な
っ
て
い
て
、
江
戸
時
代
の
初
め
よ
り
か

な
り
石
高
が
増
加
し
て
い
る
の
で
す
。

上長田方面から下長田方面を望む

（
敬
称
略
）
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高
山
に
登
り
見
渡
す
限
り
の
雲
海
あ
っ
と
声
を
だ
さ
ん
ば
か
り
の
美
し
さ

 

赤
木　

文
子
（
備
中
町
西
山
）

　

は
ず
む
声
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
夢
広
場
今
日
も
あ
り
が
と
う
お
い
し
い
給
食

 

井
上　

明
彦
（
備
中
町
平
川
）

　

人
災
や
自
然
の
猛
威
多
き
年
年
始
の
願
い
裏
切
ら
れ
た
り　

 

梅
野　

八
郎
（
松　
　

山
）

　

も
み
じ 
初 
む
こ
ろ
に 
訪 
い
た
る
加
賀
の
里
い
ま
風
あ
れ
て
吹
雪
た
る
ら
し

そ 

と

 

小
野
は
る
恵
（
原
田
南
町
）

　

病
み
給
ふ
君
を
案
じ
て
ダ
イ
ヤ
ル
を
押
せ
ど
も
空
し
い
ベ
ル
の
音
の
み

 

 
亀
石
惠
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

　

月
一
度
ミ
ニ
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
待
ち
ど
お
く
吾
が
オ
ア
シ
ス
と
心
お
ど
ら
せ

 

 
芝
吹
美
代
子
（
落
合
町
阿
部
）

　

国
宝
の
吉
備
津
の 
社 
ふ
き
替
し
半
世
紀
も
つ
檜
皮
ぶ
き
屋
根

や
し
ろ

　
　
 

 
下
向　

近
雄
（
備
中
町
平
川
）

　

山
紅
葉
散
り
ゆ
く
秋
の
時
雨
路
ぬ
れ
て 
羽  
撃 
く
山
鳥
の
群

は 

ば
た

　
　
 

原
田　

由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

　

庭
隅
に
数
多
実
を
持
つ
千
両
に
間
も
な
く
近
づ
く
新
春
を
待
つ

 

平　
　

初
音
（
高
倉
町
田
井
）

　

枯
草
の
中
に
目
に 
疾 
く
龍
胆
の
オ
ー
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー
の
花
の
粧
ひ

と

 

桝
上　

秀
雄
（
備
中
町
西
山
）

��

�

　

孫
の
声
秋
の
夜
長
の
し
ま
い
風
呂 

 

杉　

敏
子
（
横　
　

町
）

　

雪
を
待
つ
ス
キ
ー
リ
フ
ト
風
に
鳴
る　
 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

夕
時
雨
バス
早
立
ち
て
我
い
そ
ぐ 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

��

�

　

極
月
の
川
柳
最
后
の
筆
握
る 

　
 
中
島　

清
市  

　
　
　

 

（
岡
山
市 
成
羽
町
吹
屋
出
身
）

　

取
り
あ
え
ず
孤
独
ま
ぎ
れ
の
グ
ラ
ゴ
ル
フ 

藤
井
タ
ツ
子
（
備
中
町
西
山
）

　

人
間
の
素
晴
ら
し
さ
だ
け
伸
ば
し
た
い　
 
吉
岡　

麻
江
（
鶴
寿
荘
内
）

�訂正�　��月号上段�行「布施」とあるのは「布瀬」の誤りでした。


